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与
那
国
、石
垣
、宮
古
島
に
新
基
地
が
⁉

前号までのあらすじ

ル
、
豪
華
遊
覧
船
、
あ
ふ
れ
る
観
光
客
…
。

一
見
す
る
と
平
和
な
島
に
何
が
起
き
て
い
る

の
か
？　
さ
っ
そ
く
島
の
中
心
部
、
沖
縄
県

で
最
高
の
高
さ
（
そ
れ
で
も
わ
ず
か
5
0
0

メ
ー
ト
ル
級
）
の
於
茂
登
岳
（
お
も
と
だ

け
）
を
目
指
す
。
こ
の
山
の
麓
、
平
得
大
俣

（
ひ
ら
え
お
お
ま
た
）
地
区
に
「
ジ
ュ
マ
ー

ル
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
」
が
あ
っ
て
、
こ
こ
が

ミ
サ
イ
ル
基
地
の
予
定
地
な
の
だ
。（
写
真
）

「
陸
自
配
備
N
O 

ミ
サ
イ
ル
基
地
N
O
」

「
い
の
ち
の
水
資
源
を
守
ろ
う
」「
市
有
地

に
軍
事
基
地
は
い
ら
な
い
」
な
ど
の
横
断

幕
と
ベ
ン
チ
が
2
つ
。
住
民
の
声
を
聞
か

ず
、
国
が
工
事
を
強
行
し
た
の
で
、
地
元

住
民
が
こ
こ
に
「
団
結
＆
抗
議
小
屋
」
を

作
っ
た
の
だ
。

カ
ン
ム
リ
ワ
シ
が
生
息

「
石
垣
島
に
軍
事
基
地
を
作
ら
せ
な
い
市
民
連

絡
会
」
の
藤
井
幸
子
さ
ん
に
経
緯
を
訪
ね
る
。

「
こ
こ
は
水
源
地
で
、
下
流
に
は
飲
料
用

の
井
戸
も
農
業
用
の
水
路
も
あ
り
ま
す
。
本

来
な
ら
環
境
ア
セ
ス
を
し
て
か
ら
で
な
い

と
工
事
が
出
来
な
い
の
に
…
」。
住
民
の
声

石
垣
島
に
到
着

与
那
国
島
か
ら
の
プ
ロ
ペ
ラ
機
は
20
分
ほ

ど
の
フ
ラ
イ
ト
で
石
垣
島
に
着
陸
し
た
。
石

垣
島
は
リ
ゾ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
。
高
級
ホ
テ

日
本
最
西
端
の
与
那
国
島
に
は
巨
大
な
自
衛
隊
の
レ
ー
ダ
ー
基
地
が
す
で
に

建
設
さ
れ
て
い
た
。「
自
衛
隊
の
南
西
シ
フ
ト
」
だ
。
米
軍
は
数
年
先
か
ら
沖
縄

の
海
兵
隊
を
グ
ァ
ム
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
移
転
さ
せ
て
い
く
。「
中
国
と
の
紛

争
」
や
「
台
湾
有
事
」
に
な
れ
ば
、
中
国
の
ミ
サ
イ
ル
は
沖
縄
に
届
く
。
米
兵
が

死
亡
す
る
こ
と
は
絶
対
に
避
け
る
の
が
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
方
針
。
米
軍
が
退
く

代
わ
り
に
自
衛
隊
が
前
面
へ
。
万
が
一
中
国
か
ら
ミ
サ
イ
ル
が
飛
ん
で
き
た
ら
、

与
那
国
で
察
知
し
て
石
垣
、
宮
古
で
撃
ち
落
せ
。
石
垣
、
宮
古
島
に
は
自
衛
隊
の

ミ
サ
イ
ル
基
地
が
建
設
中
。
そ
の
石
垣
島
に
飛
ん
だ
。

を
聞
か
ず
工
事

を
強
行
す
る
の

は
、
辺
野
古
基

地
と
全
く
同
じ
。

「
周
囲
の
森
に

は
天
然
記
念
物

の
カ
ン
ム
リ
ワ
シ

が
営
巣
し
て
い
ま

す
。
こ
ん
な
と
こ

ろ
に
ミ
サ
イ
ル
基

地
を
作
る
な
ん
て
」。
藤
井
さ
ん
た
ち
は
予
定

地
の
中
に
23
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
市
有
地
が
あ
る

こ
と
に
注
目
し
た
。
国
は
こ
こ
を
買
い
取
る
の

で
あ
れ
ば
、
石
垣
市
長
や
議
会
の
同
意
が
必

要
。
肝
心
の
そ
の
市
長
は
？

自
民
・
公
明
の
推
薦
を
受
け
て
当
選
し
た

中
山
義
隆
市
長
は
、
育
鵬
社
の
教
科
書
を
採

用
し
、
沖
縄
知
事
選
挙
で
も
玉
城
デ
ニ
ー
知

事
の
対
抗
馬
で
あ
っ
た
佐
喜
真
淳
候
補
の
選

対
部
長
を
つ
と
め
て
い
る
。
自
衛
隊
基
地
建

設
に
つ
い
て
も
早
々
と
賛
意
を
表
明
。「
こ

ら
、
ア
カ
ン
わ
ー
」。
反
対
派
に
す
れ
ば
た

め
息
の
出
る
よ
う
な
人
物
な
の
で
あ
る
。

住
民
投
票
を
す
る
べ
き
な
の
に

カ
ギ
に
な
る
の
が
住
民
投
票
。
基
地
建
設

の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
の
実
施
を
求
め
る

署
名
は
、
2
0
1
8
年
10
月
か
ら
11
月
に
か

け
て
、
1
万
5
千
筆
も
集
ま
っ
た
。
こ
れ
は

全
市
民
の
40
％
弱
。
石
垣
市
に
は
自
治
基
本

条
例
が
あ
っ
て
、
25
％
以
上
の
署
名
が
あ
れ

ば
住
民
投
票
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

建設工事が強行され、住民たちはここに「団結＆抗議小屋」を作った

石垣島の自衛隊部隊配備候補地

石垣島のミサイル基地はゴルフ場跡地に作られる
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こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
当
然
実
施
す
る
べ
き
も

の
を
、
市
議
会
が
否
決
。
な
に
が
な
ん
で
も

工
事
強
行
と
い
う
「
ミ
ニ
安
倍
政
権
」
の
よ
う

な
市
長
と
議
会
。
現
在
は
「
住
民
投
票
関
連

で
は
全
国
初
」
の
裁
判
闘
争
に
な
っ
て
い
る
。

「
や
っ
ぱ
り
安
倍
政
権
を
倒
さ
な
い
と
ダ

メ
で
す
。
石
垣
島
、
宮
古
島
の
こ
と
は
本
土

の
メ
デ
ィ
ア
で
は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
て
な

い
で
し
ょ
？　
ミ
ニ
コ
ミ
で
も
い
い
の
で
拡

散
し
て
く
だ
さ
い
」。

2
0
1
9
年
12
月
、「
自
治
条
例
廃
止
法

案
」
が
1
票
差
で
否
決
さ
れ
た
。
何
と
し
て

も
住
民
投
票
を
や
り
た
く
な
い
市
長
と
自
民

系
の
議
員
が
提
案
し
て
い
た
廃
止
案
が
か
ろ

う
じ
て
否
決
さ
れ
た
の
で
、「
25
％
以
上
の

市
民
が
求
め
た
ら
実
施
」
と
い
う
条
文
は
生

き
残
っ
た
。

背
景
に
ゼ
ネ
コ
ン
＆
カ
ジ
ノ

し
か
し
な
ん
と
い
う
姑
息
な
政
治
だ
ろ

う
。
自
分
た
ち
に
都
合
の
良
い
よ
う
に
民
意

を
歪
め
、
政
治
を
私
物
化
す
る
。
ミ
サ
イ
ル

基
地
の
建
設
現
場
に
「
立
ち
入
り
禁
止
」
の

看
板
。（
写
真
）
こ
の
下
に
「
國
場
組
」
と

あ
る
。
自
民
党
の
國
場
幸
之
助
衆
議
院
議
員

の
会
社
で
、
こ
こ
は
辺
野
古
の
埋
め
立
て
に

も
参
入
し
て
い
る
。
維
新
の
会
の
下
地
幹
郎

議
員
も
大
米
建
設
の
創
業
者
の
息
子
。
や
は

り
こ
の
ゼ
ネ
コ
ン
も
辺
野
古
埋
め
立
て
業
者

だ
。
そ
し
て
カ
ジ
ノ
。
下
地
議
員
は
中
国
系

企
業
5
0
0
ド
ッ
ト
コ
ム
か
ら
の
賄
賂
受
領

を
認
め
、
維
新
の
会
を
除
名
さ
れ
た
。「
今
だ

け
金
だ
け
自
分
だ
け
」。
ア
ベ
友
た
ち
の
正
体

は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。

※
帰
阪
後
、
藤
井
さ
ん
た
ち
の
思
い
を
、

路
上
の
ラ
ジ
オ
13
回
目
「
地
元
住
民
を
引
き

裂
く
自
衛
隊
「
南
西
シ
フ
ト
」
は
抑
止
力

か
？　
捨
て
石
か
？　
で
放
送
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
聞
け
る
の
で
、
ま
だ
の
方
は

ぜ
ひ
聞
い
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

「市民連絡会」の
藤井幸子さん

國場組、大米建設の御曹司が自民党の國場幸之助議員、除名された
維新の会の下地幹男議員。分かりやすーい利権の構造

ミサイル建設工事も
國場組だった

第 10 回　「カジノに万博。利権と有害物質でドロドロ、
災害危機も囁かれる夢洲から市民を守れ！」
ゲスト：桜田照雄さん（阪南大学教授）

第 11 回　「元関西電力社員が語る原発マネー 3.2 億円の闇」
ゲスト：速水二郎さん（元関西電力社員）

第 12 回　「新鮮ニュースネタ豪華 3 点盛り！」
その 1：小出裕章さんと考える「関電・原発マ

ネー不正疑惑」
その 2：「消費税増税の正体」矢野宏さんのう

ずみ火ラジオ
その 3：西谷文和が中東情勢・日韓関係から読

み解く「トランプ手品の種明かし」

第 13 回　「地元住民を引き裂く自衛隊「南西シフト」は
抑止力か？ 捨て石か？

【沖縄】こんな「抑止力」本当に必要？「自衛
隊南西シフト」とは？ 栗原佳子さん

【福島】3.11 を忘れない福島第一原発廃炉は本
当に可能なのか？ 小出裕章さん

【中東】IS 指導者バクダディ容疑者殺害とトラ
ンプ大統領の政治戦略。西谷文和

第 14 回　「落語・朗読・・今、たった一人で目の前にい
る人に語る意味」
ゲスト：水野晶子さん（フリーアナウンサー）

第 15 回　思想家・内田樹さんが、崖っぷち安倍政権とそ
のお友達に本気で怒った！
ゲスト：内田樹さん

第 16 回　籠池泰典・諄子ご夫妻に単独インタビュー60 分！
懲役 7 年を求刑された判決を前に、話しておき
たかったいくつかの大切なこと。

第 17 回　関西電力高浜原発と森山元助役マネーから考え
る日本の原子力政策の深い闇
ゲスト：吉井英勝さん（元衆議院議員）

今後の予定
第 18 回　官邸・維新の会・吉本の闇を暴く。カジノと万

博利権で繋がる悪の三角形　
ゲスト：清水ただし さん（衆議院議員）

第 19 回　中村哲さんを偲ぶ＆小出裕章さんの 3・11 を
忘れない　

第 20 回　女子大生と従軍慰安婦　韓国へのフィールド
ワークから学んだこと
ゲスト：石川康宏さん（神戸女学院大学教授）

「路上のラジオ　RADIO ON THE STREET」
これまでの放送内容とこれからの放送予定

ラジオの聞き方
スマホやパソコンで「路上のラジオ」と
検索してください。YOU TUBE で聞け
ます。チャンネル登録していただきます
と、毎回お知らせが来るので便利です。
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ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
機
構
っ
て
？

み
な
さ
ん
は
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
機
構
」

と
い
う
名
前
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
？　
英
語
で
ク
ー
ル
は
「
カ
ッ
コ
イ
イ
」。

日
本
の
文
化
、
伝
統
芸
能
、
観
光
地
や
名

産
品
な
ど
を
外
国
に
宣
伝
し
て
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
、
つ
ま
り
観
光
客
を
増
や
そ
う
と
い
う
名

目
で
作
ら
れ
た
官
民
組
織
で

す
。
こ
の
組
織
は
J
T
（
日

本
た
ば
こ
産
業
）
や
N
T
T

な
ど
公
的
機
関
を
民
営
化
し

て
そ
の
株
式
を
政
府
が
運
用

し
て
得
た
利
益
が
投
入
さ
れ

て
い
ま
す
。
な
の
で
最
大
株

主
は
麻
生
太
郎
財
務
大
臣

で
す
。
問
題
は
こ
こ
か
ら
。

我
々
の
税
金
を
原
資
に
し
た

組
織
が
、
吉
本
興
業
に
多
額

の
出
資
を
し
て
い
る
の
で
す
。

ま
ず
、
大
阪
城
公
園
の

木
々
を
伐
採
し
て
、
次
々
と

3
つ
の
劇
場
が
建
て
ら
れ

ま
し
た
。（
写
真
）
こ
れ
は

M
B
S
、A
B
C
、
関
テ
レ
、

読
売
放
送
、
電
通
、
吉
本
な

ど
の
子
会
社
「
ク
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
パ
ー
ク
大
阪
」
が
12
億
円
の
融
資
を
受

け
て
建
て
た
も
の
。
で
、
や
っ
て
い
る
こ
と

は
「
吉
本
お
笑
い
劇
場
」。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

観
光
客
の
増
加
と
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

な
ん
で
電
通
と
吉
本
が
？

次
に
吉
本
と
電
通
が
Y
D
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
と
い
う
子
会
社
を
作
り
、
そ
こ
に
50
億
円

が
出
資
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
海
外
で
映

像
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
る
人
た
ち
に
出
資
し
よ

う
と
い
う
も
の
。
ア
ニ
メ
や
映
画
な
ど
を
外

国
で
作
る
人
や
団
体
に
出
資
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
直
接
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
機
構
」
が
や

れ
ば
い
い
。
な
ん
で
吉
本
と
電
通
を
介
す
る

の
か
？　
こ
れ
は
吉
本
に
と
っ
て
は
、
公
金

を
使
っ
て
「
負
け
て
も
損
し
な
い
投
資
」
に

な
り
ま
す
ね
。
そ
し
て
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を

配
信
す
る
「
ラ
フ
＆
ピ
ー
ス
マ
ザ
ー
、
パ

ワ
ー
ド
バ
イ
N
T
T
」。
吉
本
と　
N
T
T

が
沖
縄
に
設
立
。
こ
の
新
会
社
に
1
0
0
億

円
が
出
資
さ
れ
て
い
ま
す
。
何
を
す
る
の
か

と
い
う
と
ス
マ
ホ
で
勉
強
が
で
き
る
ソ
フ
ト

を
作
る
。
例
え
ば
セ
ミ
や
ト
ン
ボ
に
ス
マ
ホ

を
近
づ
け
る
と
、
画
面
に
名
前
や
特
徴
が
出

て
く
る
と
い
う
も
の
。
な
ぜ
こ
れ
が
必
要
な

の
か
、
な
ぜ
沖
縄
に
作
っ
た
の
か
、
な
ぜ
こ

の
会
社
に
公
金
が
融
資
さ
れ
る
の
か
。

新
喜
劇
が
広
告
塔
に

そ
の
答
え
は
安
倍
首
相
と
吉
本
の
異
常

な
関
係
だ
と
清
水
さ
ん
は
言
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
4
月
、
な
ん
と
安
倍
首
相
が

吉
本
新
喜
劇
に
登
場
。（
写
真
）
お
返
し
に

6
月
、
吉
本
の
芸
人
が
首
相
官
邸
を
訪
問
。

こ
う
し
た
こ
と
は
あ
っ
と
い
う
間
に
テ
レ
ビ

で
報
道
さ
れ
、
S
N
S
な
ど
ネ
ッ
ト
で
拡
散

し
、
結
局
は
安
倍
首
相
の
人
気
が
上
が
る
。

吉
本
の
芸
人
さ
ん
た
ち
は
「
安
倍
政
権
の
広

告
塔
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

吉
本
の
大
崎
洋
会
長
は
、
基
地
跡
地
利
用

懇
談
会
の
メ
ン
バ
ー
。
世
界
一
危
険
な
普
天
間

基
地
が
移
転
さ
れ
る
と
、
そ
こ
に
カ
ジ
ノ
を

含
む
I
R
施
設
を
作
ろ
う
と
い
う
目
論
見
が

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
I
R
の
収
益
の
70
％
以
上

は
カ
ジ
ノ
で
す
が
、
そ
こ
に
は
会
議
場
、
ホ

テ
ル
、
劇
場
が
建
て
ら
れ
ま
す
。
そ
の
運
営

を
吉
本
に
任
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

吉
本
の
芸
人
さ
ん
の
中
に
は
、
ダ
ウ
ン
タ

の
会
社
で
、
こ
こ
は
辺
野
古
の
埋
め
立
て
に

も
参
入
し
て
い
る
。
維
新
の
会
の
下
地
幹
郎

議
員
も
大
米
建
設
の
創
業
者
の
息
子
。
や
は

り
こ
の
ゼ
ネ
コ
ン
も
辺
野
古
埋
め
立
て
業
者

だ
。
そ
し
て
カ
ジ
ノ
。
下
地
議
員
は
中
国
系

企
業
5
0
0
ド
ッ
ト
コ
ム
か
ら
の
賄
賂
受
領

を
認
め
、
維
新
の
会
を
除
名
さ
れ
た
。「
今
だ

け
金
だ
け
自
分
だ
け
」。
ア
ベ
友
た
ち
の
正
体

は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
見
え
隠
れ
し
て
い
る
。

※
帰
阪
後
、
藤
井
さ
ん
た
ち
の
思
い
を
、

路
上
の
ラ
ジ
オ
13
回
目
「
地
元
住
民
を
引
き

裂
く
自
衛
隊
「
南
西
シ
フ
ト
」
は
抑
止
力

か
？　
捨
て
石
か
？　
で
放
送
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
聞
け
る
の
で
、
ま
だ
の
方
は

ぜ
ひ
聞
い
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

ア
ベ
官
邸
、吉
本
興
業
、大
阪
維
新
の

「
利
権
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」

路
上
の
ラ
ジ
オ
第
18
回
目
の
ゲ
ス
ト
は
、
日
本
共
産
党
の
清
水
た
だ
し
さ
ん
で
す
。

清
水
さ
ん
は
、
松
竹
芸
能
所
属
の
元
漫
才
師
で
、
元
大
阪
市
議
会
議
員
、
そ
し
て
現
在
は

衆
議
院
議
員
と
し
て
I
R
疑
惑
追
求
の
先
頭
に
立
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
ラ
ジ
オ
を
聴
い

て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
紹
介
し
ま
す
。
　

大阪城公園の木々を伐採してすでに劇場が建っている

安倍首相が吉本新喜劇に出た！全然笑えへんわ！
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編集後記

ウ
ン
の
松
本
人
志
さ
ん
の
よ
う
に
安
倍
首
相

と
会
食
す
る
人
や
、
た
む
ら
け
ん
じ
さ
ん
の

よ
う
に
「
都
構
想
に
反
対
す
る
人
は
気
色
悪

い
」
と
維
新
べ
っ
た
り
の
人
が
目
立
ち
ま
す
。

C
M
や
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
に
騙
さ
れ
な
い
よ
う
に

吉
本
興
業
と
大
阪
市
は
「
包
括
連
携
協

定
」
を
結
び
ま
し
た
。「
24
区
住
み
た
い
芸

人
」
は
、
吉
本
の
芸
人
を
北
区
や
福
島
区
、

住
吉
区
な
ど
に
住
ま
せ
て
、
街
ネ
タ
を
ツ

イ
ッ
タ
ー
な
ど
で
発
信
す
る
取
り
組
み
で

す
。（
M
1
優
勝
の
ミ
ル
ク
ボ
ー
イ
も
住
み
た

い
芸
人
と
し
て
駆
り
出
さ
れ
て
い
る
）。
露
骨

な
の
が
選
挙
協
力
。
堺
市
長
選
挙
で
未
知
や

す
え
さ
ん
が
堺
市
に
入
り
、
維
新
の
候
補
者

で
あ
る
永
藤
英
機
氏
の
応
援
に
立
ち
、「
藤

永
さ
ん
を
よ
ろ
し
く
」
と
連
呼
。
候
補
者
と

の
つ
な
が
り
で
自
主
的
に
応
援
す
る
な
ら
名

前
は
間
違
え
ま
せ
ん
。
会
社
命
令
で
や
ら
さ

れ
て
い
る
の
で
す
。

な
ぜ
吉
本
は
こ
ん
な
に
維
新
の
会
に
肩
入

れ
す
る
の
か
？

そ
れ
は
ズ
バ
リ
、
カ
ジ
ノ
と
万
博
。
吉
本

に
と
っ
て
も
電
通
に
と
っ
て
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
万
博
は
金
の
な
る
木
。
そ
し
て
夢
洲
に

カ
ジ
ノ
が
来
れ
ば
、
半
永
久
的
に
劇
場
の
売

上
収
入
が
保
証
さ
れ
ま
す
。
カ
ジ
ノ
C
M
に

芸
人
さ
ん
も
大
挙
し
て
出
演
す
る
で
し
ょ
う
。

さ
ら
に
問
題
な
の
は
憲
法
改
悪
。
安
倍
首

相
が
こ
の
ま
ま
暴
走
し
、
改
憲
発
議
を
行
え

ば
、
60
日
か
ら
1
8
0
日
以
内
に
国
民
投
票
で

す
。
官
邸
側
は
人
気
芸
人
を
使
っ
て
改
憲
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
。
吉
本
側
は
自
民
党
の
金
（
原
資
は

政
党
助
成
金
と
い
う
税
金
）
で
作
っ
た
C
M
で

大
儲
け
。
も
ち
ろ
ん
、
今
秋
実
施
さ
れ
る
大

阪
都
構
想
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
に
も
芸

人
た
ち
が
駆
り
出
さ
れ
て
い
き
、
テ
レ
ビ
で
は

「
い
っ
ぺ
ん
や
っ
て
み
た
ら
え
え
ね
ん
」「
大
阪

を
元
気
に
す
る
の
は
都
構
想
や
」
な
ど
と
ヨ
イ

シ
ョ
発
言
を
繰
り
返
す
で
し
ょ
う
。

つ
ま
り
、
安
倍
官
邸
、
維
新
の
会
、
吉
本

興
業
は
憲
法
改
悪
、
カ
ジ
ノ
、
都
構
想
で
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
3
者
は
「
今

だ
け
、
金
だ
け
、
自
分
だ
け
」
の
自
己
中
心

型
、
最
悪
ト
リ
オ
で
す
。
騙
さ
れ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

※
清
水
た
だ
し
さ
ん
の
出
演
す
る
路
上
の
ラ
ジ

オ
第
18
回
は
、
1
月
24
日
か
ら
放
送
予
定
で
す
。

「
あ
の
震
災
に
よ
る
原
発
事
故
に
遭
う
ま
で

は
、
家
族
と
彼
と
友
達
と
、
そ
ん
な
半
径
5
メ
ー

ト
ル
く
ら
い
の
幸
せ
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
ん

で
す
…
…
。」
路
上
の
ラ
ジ
オ
の
前
身
番
組
で
あ

る
ラ
ジ
オ
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
取
材
で
、
福
島
に
住
む

あ
る
20
代
の
女
性
に
マ
イ
ク
を
向
け
た
と
き
の
答

え
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま
で
原
発
は

漠
然
と
「
環
境
問
題
」
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
け

れ
ど
、
震
災
を
き
っ
か
け
に
そ
れ
は
も
っ
と
大
き

な
人
間
の
命
の
課
題
な
の
だ
と
気
づ
い
た
と
も
。

凄
惨
な
体
験
と
引
き
換
え
に
奇
し
く
も
知
っ
た
大

切
な
こ
と
。
豊
か
な
時
代
の
暮
ら
し
の
中
で
快
適

な
日
々
を
送
っ
て
い
る
と
、
私
た
ち
は
自
然
や

人
、
社
会
と
の
因
果
を
も
う
っ
か
り
失
念
し
て

し
ま
う
と
き
が
あ
り
ま
す
。「
東
京
の
人
た
ち
の

た
め
に
福
島
で
電
気
を
作
っ
て
い
た
の
に
、
福
島

が
あ
ん
な
こ
と
に
な
っ
て
も
、
そ
の
頃
東
京
の
電

車
に
乗
れ
ば
、
今
年
の
流
行
り
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

は
？
メ
イ
ク
は
？
と
か
賑
や
か
な
日
常
が
続
い
て

い
た
。」
…
…
そ
の
方
か
ら
突
き
つ
け
ら
れ
た
静

か
な
怒
り
、
私
は
そ
れ
を
今
も
抱
え
て
「
路
上
の

ラ
ジ
オ
」
を
作
り
続
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
山
本 

索
）

みなさんがこのニュース
をご覧になっている頃、私
はイラクにいます。帰国は
2月下旬です。アメリカと
イランが一触即発の緊張に
ある時、そこに自衛隊を派
兵する日本。そんな中での
イラク取材です。無事帰っ
て き た ら、 ラ ジ オ と こ の
ニュースでお伝えしますね。

　2010年1月、アフガニスタン東部のジャララバードで
偶然、中村哲さんに出会った。（写真）中村さんの案内で
用水路建設工事現場を取材した。茶色い大地を進む。砂
埃をあげてジープが丘を駆け上がり、峠を越える。眼下に
広がったのは…。緑だ、緑の大地が広がっている。中村
さんがクナール川からの用水路建設を決意したのは03年
３月。米軍がイラク戦争を始める１日前だった。それか

ら7年、このガンベリー砂漠に用水路が通り、黄色い大地が緑に、小麦畑に変貌している
ではないか！「用水路は全長24、３キロ。この水路だけで約15万人の命が救われます」

「えっ、じゅ、15万人も」驚く私の横でぼそぼそと語る中村さん。「この人、カッコええ
なー」と感動したものだった。中村さんの持論は「丸腰の人道貢献」だ。米軍の空爆に怒
り、戦争に協力する日本政府に真っ向から反対した。武器があるから戦争になる。飢えて
いるから紛争になる。ならば武器の代わりに小麦を。満足に食べることができれば紛争は
おさまる。中村さんの教えは、憲法９条の精神そのものだった。
　2019年12月4日午前8時、いつものように仕事に向かった中村さんが凶弾に倒れた。
米軍は今もアフガン・パキスタン国境周辺を無人機で空爆している。現地ではかつてない
ほど反米感情が高まっている。安倍首相とトランプ大統領が仲良くゴルフする映像は、現
地にも流れていく。「日本も敵だ！」と思うIS思想に感化されたテロリストたちが中村さ
んを狙ったのではないか。中村さんは直接的にはテロで暗殺されたのだが、間接的には米
軍の空爆と安倍首相の無節操なパフォーマンスで死に追いやられたのだろう。できるだけ
早期にアフガンに入って、用水路事業と暗殺の真相を取材したいと思う。中村さんに感謝
しつつ。

この時の映像をDVD「遺志を継ぐ。中村哲先生を偲んで」にまとめました。ご希望の方
はメールでお申し込みください。後日郵送いたします。　

中村さんを偲ぶ


